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究の成果が近年も複数著されている（Woodruff D. Smith, Respectability as Moral Map and
Public Discourse in the Nineteenth Century, Routledge, 2017: Charles Walter Masters, The
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労働組合についての以上の整理にあてはめると，それぞれ 1909 年と 1911 年
に法制化された職業紹介制度と失業保険制度が果たす機能は，労働組合が有し
ていた狭義の共済機能とその働きにおいて重なる。1911 年法に基づく失業保
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